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1． 緒言

　高 エ ネ ル ギ
ー

密度 溶接 を した A5083 合金 にお い て は、通 常の イナ
ー トガス ア

ー
ク

溶接 を した 場合に 比 べ る と、初晶の Mg 濃 度 は増大する 傾向 を有 し
1｝
、 ま た Mg の 偏

析や溶 接 中 の 蒸発な ど に よ っ て 、 溶 接金属中に 固溶 され る Mg 量は母材に 固溶さ れ

る もの と は 異な っ て くる
1）

。 したが っ て 、 固溶強 化 型合金で ある Al−Mg 合 金 を溶 接

す る と、そ の 溶 接金属 の 機械的性質 は母 材とは 異な っ た もの に なる と考え られ る 。

　そ こ で 、高 エ ネル ギー
密 度で あ る電子 ビー

ム を用 い て 溶接 した A5083 に対 して 、

ミ クロ 組織及 び Mg の 偏 析 状況 を 観 察 した 。 また 、　X 線回折 法を用 い て 溶接金属 の

板厚 方向 に お ける 固溶 Mg 量 の 分 布 を求め た。 次 に 、 衝 撃 試験 を行 い 、衝 撃特性 を

固溶 Mg 量 に注 目 して 検討 した。 さ らに 、固溶 Mg 量 の 影 響 を検討す る ため 、 均質化

処理 材に対 して も検討 した 。

2． 使用 材料及び実験方法

　本実験 で 使 用 したA5083 （板厚 ：30mm ）の 化 学 組成 は Si；0．14 、　 Fc ；0．23、　 Cu ：0．04 、

Ti：0．03、　 Mn ：0，46、　 Mg ：4．14、　 Zn ：0，01、　 Cr：0．16mass ％及 び Al：残部 で あ る 。溶接 は電

F ビー
ム を用 い 、加 速電 圧 40kV 、 溶接電流 180mA 及び溶 接速 度 50cm／minの 条件 で

ビー ドオ ン溶接 を行 っ た。 ミ クロ 組 織は 、鏡面研 磨 後ケ ラ
ー氏液 を 用い て 腐食 し

て 観察し た 。Mg の 偏析 の 状況 は 、　EPMA 分 析 に よ り観察 した 。 固 溶Mg 量 は 、　X 線

回折法を用い て 格子定数を測定 し、す で に求め て ある格子定 数対 固溶Mg 量 の 関係
1＞

か ら測定 した。溶接 部の X 線透過試験 を行 い 、欠陥が観察 されなか っ た場所 か ら衝

撃試験 片 を採取 した。 試験片 の 長手 方向 は溶 接方 向 と直角 とし、 また溶 接金属が

切 欠 き部 に くる よ う に した。 シ ャ ル ピー衝撃試 験 は一196、−100、−50、0及び 20℃ の

温 度 で 行 っ た 。 均質化処理 と して 溶接部及び母材 を500℃ にて 20時 間保持 した．

3． 実験結 果及 び考察

3．1　 ミ ク ロ 組織 の 観察

　溶接 金 属 の ミ ク ロ 組 織 は等 軸 晶 中 にデ ン ドライ トが認 め られ た ．均 質 化処 理 材

で は デ ン ドラ イ トは不明瞭 にな っ た 。 EPMA 線分 析の 結果、溶接 まま 材で は 周 期 的

な Mg の 偏 析が 認め られ たが、均質化処理 に よ っ て ほ と ん ど認 め られ な くな っ た e

3．2　固溶 Mg 量 の 推定

　溶接金属表面 か ら深 さ方向に 約 3mln 間隔で 固溶 Mg 量 を測定 し た結 果 をFig．1に 71〈
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す ． 白ぬ き及 び黒 塗 りの 記号は そ れ ぞれ 溶 ＿ o

接の まま材及 び均質化処理材の 結果 を示 す。　昼
母 材 の 平 均 Mg 量 を図 中 に 破線 で 示 し た ． 臣
デ

…
・ に は 少 ・ば ・つ ・が ある・・瀦 金 1． 。

属 中の 固 溶 Mg 量 は 3〜 35 ％程度で あ り 、 深 v・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス

さ が 増大 す る と 少 し固 溶 Mg 量 は 増大す る 耄
一Ls

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 u
傾向が 認め られ る 。均質化 処 理材で は 、 固 囲
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の 2o　

溶 Mg 量 は 4％ 前 後 に ま で 増 大 し、固溶 Mg 量 ぎ
は 深 さ方 向に ほぼ

一
様な 分布を して い る 。　鬘一25

これ は 、デ ン ドライ トの 境界近傍に 偏析 し き
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 a

て い たMg が デン ドライ トの 中心 の 方 に拡

散 し、偏析が 減少する こ とに起 因 して い る。

3．3　固溶 Mg 量と衝撃特性の 関係

　Fig．2に母 材 、溶接金属及 び均 質化処 理 材

の 遷 移 曲線 を示 す。溶接金 属 は、母材よ り

小 さな衝 撃値 を有 して い る 。 均質 化処理 を

行 うと、母材 及び溶接金属 と も衝撃値 は 大

き くな る 傾向が認 め られ る 。 さ らに 、 試 験

温度 が低 下す る と と もに 、 い ずれ の 場 合 も

．30
　 〔｝　　　 1　　　 2　　　 3　　　　4　　　　）
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少 し衝 撃値 は 減 少す る 。 試 験温 度が 20及 び 窪踟

一196℃ に お け る衝撃値 と固溶 Mg 量 の 関係 を 　f
求めた結果 、 い ずれ の 温度 に お い て も衝 撃 寰
値 は 固溶 Mg 量の 増 大 と と も に ほ ぼ直 線 的 含

50

に 増大する 傾 向が得 られ 、 衝撃値 に対 して

固溶 Mg 量 が 影 響 を 及 ぼ す こ とが 明 ら か に

な っ た 。

4． 結論

q ） 溶接金属 を均 質化 処理 をす る と、デ ン

ドラ イ トの 境界 近 傍 に 偏析 して い た Mg は

再 固溶 し、固溶 Mg 量は 増大す る。

（2）

n
．250 　　　−200 　　　．150　　　−10〔｝　　　 50　　　　〔｝　　　　 50

　 　 　 TEST 　TLMPEMT 〔JRE ，　 T （℃ ）

Fig．2　Relation　betwocn　impact　value

　　　and 　 test　temperatlrc

　　 溶接 の まま の 衝撃値 は 母材 の 値に 比べ て 少 し小 さい 。

（3） 溶 接 金属 を均質 化処 理す る と、溶 接 の ままの 場合に比 べ て 衝撃値 は増 大 し、

衝撃 値は 固溶 Mg 量が増大 す る と と も にほ ぼ直線的に増大する 。
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